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●
右
上
・
・
日
吉
神
社
駐
車
場
の
桜
。
毎
年
、
少
し
赤
い
花
び

ら
を
咲
か
せ
ま
す
。
規
模
は
福
島
町

1❔

●
右
下
・
・
し
ら
さ
ぎ
の
里
う
ら
ら
公
園
の
桜
。
二
本
あ
り
ま

す
。
ひ
っ
そ
り
と
美
し
い
。

●
左
上
・
・
北
部
児
童
館
の
桜
。
公
民
館
行
事
の
花
見
の
会
会

場
で
す
。
三
年
連
続
中
止
中
。
残
念
で
す
。

●
左
下
・
・
野
球
場
の
桜
。
球
場
を
ぐ
る
り
と
囲
み
ま
す
。
ず

い
ぶ
ん
と
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

他
に
ご
自
慢
の
桜
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。
来
年

の
楽
し
み
と
致
し
ま
す
。

二
十
三
班

渡
辺
正
幸

■

福
島
町
の
桜

■

桜
が
好
き
で
す
。
毎
年
、
桜
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
毎
日
、

開
花
予
想
ば
か
り
見
て
い
ま
す
。
で
、
今
年
で
す
が
、
満
開
・

天
気
・
日
程
（
休
日
）
が
ズ
バ
リ
マ
ッ
チ
し
ま
し
て
（
ど
れ
が

欠
け
て
も
駄
目
）
、
素
ん
晴
ら
し
い
咲
き
っ
ぷ
り
を
満
喫
致
し

ま
し
た
。

四
月
九
日
（
土
）
、
雲
一
つ
な
い
快
晴
の
中
、
金
沢
城
か
ら

犀
川
沿
い
を
、
満
面
の
笑
顔
で
（
昼
酒
も
効
い
て
）
歩
い
て
参

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
桜
は
、
そ
こ
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
四
ケ
所
の
桜
は
、
同
日
に
、
我
が

福
島
町
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

皆
様
、
ど
こ
の
桜
か
解
り
ま
す
か
？

令
和
四
年
五
月
役
員
会

五
月
十
九
日
（
木
）
福
島
町
会
館

❒
町
内
会
長

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
た
半
面
、

寒
暖
差
が
激
し
い
毎
日
で
、
体
調
管
理
に

注
意
下
さ
い
。

マ
ス
ク
は
熱
中
症
対
策
も
考
え
て
の
着
用

を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

❒
土
木
委
員
会

・
五
月
八
日
（
日
）
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
散
見
さ
れ
る
箇
所
に
、

抑
止
用
の
看
板
を
設
置
。
次
号
写
真
含
め
詳
細
。

❒
福
祉
厚
生
委
員
会

・
安
心
マ
ッ
プ
作
成
に
つ
き
、
既
存
の
「
安
否
確
認
表
」
の
見

直
し
が
必
要
。

❒
生
活
環
境
委
員
会

・
四
月
二
十
三
日
（
土
）
墓
地
と
水
道
記
念
館
付
近
の
側
溝
泥

上
げ
を
実
施
。

・
五
月
六
日
（
金
）
墓
地
周
辺
の
側
溝
の
修
繕
を
実
施
。

・
六
月
五
日
（
日
）
百
寿
会
に
よ
る
墓
地
清
掃
後
の
草
な
ど
の

回
収
を
予
定
。

・
六
月
十
二
日
（
日
）
ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業
。
詳
細
後
述
。

・
ゴ
ミ
捨
て
場
の
ル
ー
ル
違
反
が
続
く
。
次
号
写
真
含
め
詳
細
。

❒
広
報
委
員
会

・
今
号
の
作
成
状
況
と
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

❒
自
主
防
災
会

・
今
年
の
防
災
訓
練
の
内
容
を
検
討
中
。
時
節
柄
の
実
施
の
可

否
、
市
ス
タ
ッ
フ
を
招
い
て
の
出
前
講
座
な
ど

❒
神
社
係

・
五
月
八
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
徒
の
皆
様
に
よ
る
清
掃
実
施
。

・
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
実
施
予
定
も
材
料
不
足
が
問
題
。

・
六
月
二
十
二
日
（
水
）
夏
越
の
祓
い
。
詳
細
後
述
。

・
ご
神
木
説
明
看
板
を
新
調
。
詳
細
後
述
。

❒
公
民
館

・
西
川
遊
歩
道
に
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
設
置
済
。

❒
議
会
報
告

・
五
月
十
二
日
（
木
）
寺
井
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
。

通
学
路
の
件
な
ど
身
近
な
要
望
が
多
か
っ
た
。

・
六
月
七
日
（
火
）
～
二
十
四
日
（
金
）
議
会
予
定
。

❒
そ
の
他

・
十
班
の
「
車
両
の
二
ト
ン
重
量
制
限
看
板
」
新
調
。

・
福
島
町
墓
地
の
無
縁
仏
（
墓
石
）
の
処
理
検
討
。

・
福
島
町
会
館
水
道
工
事
の
見
積
取
得
。
検
討
中
。

・
四
月
の
住
居
侵
入
者
問
題
を
踏
ま
え
、
防
犯
協
会
の
チ
ラ
シ

配
布
、
防
犯
講
習
会
の
実
施
な
ど
を
検
討
中
。

六
月

十
二
日

第
十
六
班
の
皆
様

六
月
二
十
六
日

第
十
七
班
の
皆
様

※

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
防

災
無
線
や
福
島
町
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

清
掃
に
は
男
性
の
方
の
参
加
も
お
願
い
し
ま
す
。

※

た
く
さ
ん
の
方
で
清
掃
を
行
え
ば
、
時
間
も
か
か
ら
ず
参
加

者
の
負
担
も
軽
減
し
ま
す
。
欠
席
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

六
月
十
八
日

第
十
三
・
十
四
・
十
五
班
班
長
様

※

午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

※

福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

※

欠
席
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
交
代
要
員
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

❒
六
月
十
二
日
（
日
）
午
前
七
時
頃
～



例
年
通
り
、
町
内
会
役
員
が
手
分
け
し
て
巡
回
し
ま
す
。



お
洗
濯
も
の
、
家
庭
菜
園
、
ペ
ッ
ト
な
ど
配
慮
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
問
題
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
前
に
、
も
し
く

は
近
く
に
参
り
ま
し
た
ら
ご
指
示
下
さ
い
。



雨
天
延
期
の
場
合
の
予
備
日
は
、
七
月
十
日
（
日
）
で
す
。

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第２１４回

日
吉
神
社

能美市主催健康教室
第２、第４火曜日

６月１４日・２８日
午前１０時～
福島町会館にて
変更・中止の場合は防
災無線にてお知らせ

マスク、水分を
ご持参ください《 》

№

❒
「
夏
越
の
祓
」
に
つ
い
て

六
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
六
時
よ
り
「
夏
越
大
祓
式
」
を
執

り
行
い
ま
す
。

夏
越
の
祓
は
今
年
前
半
の
穢
れ
を
祓
っ
て
無
事
に
過
ご
せ
た
こ

と
に
感
謝
し
、
後
半
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
る
神
事
で
す
。

参
拝
の
方
法
は
形
代
（
か
た
し
ろ
）
と
い
う
「
人
形
（
ひ
と
が

た
）
」
に
名
前
を
書
き
、
息
を
吹
き
か
け
罪
や
穢
れ
を
封
じ
込

め
て
神
社
に
納
め
て
下
さ
い
。
大
祓
式
に
お
い
て
祓
を
行
い
清

め
ま
す
。

「
人
形
」
は
後
日
班
長
が
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
家
族

全
員
の
名
前
を
書
き
班
長
に
渡
し
て
下
さ
い
。

お
祓
い
料
は
五
百
円
で
す
。

❒
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
に
つ
い
て

茅
の
輪
は
茅
の
発
育
状
態
に
よ
っ
て
は

昨
年
同
様
に
作
成
で
き
る
か
判
り
ま
せ
ん

が
今
年
の
予
定
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

「
茅
の
輪
」
は
六
月
十
九
日
（
日
）
ま
で
に
境
内
に
設
置
し
て

お
き
ま
す
の
で
神
社
参
拝
の
折
に
茅
の
輪
く
ぐ
り
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

「
茅
の
輪
」
の
く
ぐ
り
方
は
茅
の
輪
の
横
に
張
り
付
け
て
お
き

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
茅
の
輪
」
は
七
月
三
日
ま
で
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
無
病

息
災
の
お
祈
り
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

❒
「
ご
神
木
の
看
板
完
成

昨
年
十
二
月
に
根
元
の
腐
食
に
よ
っ
て

倒
れ
て
い
た
御
神
木
の
看
板
が
能
美
市
教

育
委
員
会
に
よ
っ
て
新
た
に
立
て
替
え
ら

れ
、
文
言
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

能
美
市
指
定
文
化
財

天
然
記
念
物

榎

指
定
昭
和
五
十
七
年
三
月
十
三
日

現
在
の
福
島
町
は
、
手
取
川
の
増
水
で
北
国
街
道
が
通
れ
な

か
っ
た
際
の
迂
回
路
沿
い
に
あ
り
、
十
八
世
紀
初
め
に
家
が
造

ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

大
き
な
通
り
に
沿
っ
て
造
ら
れ
た
村
の
こ
と
を
「
街
村
」
と
い

い
ま
し
た
。

村
づ
く
り
の
手
始
め
と
し
て
神
社
を
移
し
、
日
吉
神
社
の
神
域

を
示
す
も
の
と
し
て
榎
が
植
え
ら
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
と
き
植

え
ら
れ
た
榎
は
、
昭
和
の
初
め
ま
で
左
右
一
対
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

現
在
の
榎
は
、
「
大
榎
」
と
呼
ば
れ
、
村
づ
く
り
の
歴
史
を
語

る
神
木
と
し
て
町
民
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

能
美
市
教
育
委
員
会

え
の
き

ほ
っ

こ
く

か
い

ど
う

が
い

そ
ん

■
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
お
知
ら
せ
■

・
ビ
デ
オ
鑑
賞

「
伊
豆
の
踊
子
」

主
演

吉
永
小
百
合

・
六
月
二
十
日
（
月
）
午
前
十
時
～

・
福
島
町
会
館

会
員
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

❒【境内清掃の御礼】

五月八日、浜小福島町ＰＴＡ生徒の皆
様に境内掃除をして頂き有難うございま
した。


